
 

（１） 

① 

組み合わせは 

❶８９８と９８９  ❷７９７と９７９ 

❸６５６と５６５  ❹５１５と１５１ 

  ❺７８７と８７８  ❻９２９と２９２ 

❶９８９－８９８＝ ９１＝９１×１   ❷９７９－７９７＝１８２＝９１×２ 

  ❸６５６－５６５＝ ９１＝９１×１   ❹５１５－１５１＝３６４＝９１×４  

❺９２９－２９２＝６３７＝９１×７   ❻８７８－７８７＝ ９１＝９１×１ 

  となる 

  ❶から❻のすべての数は９１と１けたの数のかけ算で表されるから、 

決まった数は９１となる。 

 

② 

 

答え 決まった数   ９１ 

（２） 

使う数 トママト数(大)－トママト数(小)＝差 決まった数×１けたの数 使った数の差 

１と２ ２１１２－１２２１＝ ８９１ ８９１×１ ２－１＝１ 

１と３ ３１１３－１３３１＝１７８２ ８９１×２ ３－１＝２ 

１と４ ４１１４－１４４１＝２６７３ ８９１×３ ４－１＝３ 

１と５ ５１１５－１５５１＝３５６４ ８９１×４ ５－１＝４ 

１と６ ６１１６－１６６１＝４４５５ ８９１×５ ６－１＝５ 

１と７ ７１１７－１７７１＝５３４６ ８９１×６ ７－１＝６ 

１と８ ８１１８－１８８１＝６２３７ ８９１×７ ８－１＝７ 

１と９ ９１１９－１９９１＝７１２８ ８９１×８ ９－１＝８ 

４と５ ５４４５－４５５４＝  ９１ ８９１×１ ５－４＝１ 

４と６ ６４４６－４６６４＝１７８２ ８９１×２ ６－４＝２ 

４と７ ７４４７－４７７４＝２６７３ ８９１×３ ７－４＝３ 

 

答え トママト数の決まった数 ８９１ 

 

気づいたこと 

・１けたの数は、使った数の差になる。 

・トママト数の決まった数のけた数は、トママト数より１けた少ない。 

・トママト数の決まった数の下２けたは、トマト数の決まった数と同じになる。 

 

問題１ 



（３） 

（２）の法則が５けたの数でも使えるか確かめてみると、 

２１１１２－１２２２１＝ ８８９１＝８８９１×１ 

３１１１３－１３３３１＝１７７８２＝８８９１×２ 

４１１１４－１４４４１＝２６６７３＝８８９１×２ 

となったので、法則は成り立っているみたいだ。 

だから、 

・決まった数は８８９１である。 

・使った数の差が１けたの数になっている。 

 

次に、６けたの数でも同じように確かめてみると、 

２１１１１２－１２２２２１＝ ８８８９１＝８８８９１×１ 

３１１１１３－１３３３３１＝１７７７８２＝８８８９１×２ 

４１１１１４－１４４４４１＝２６６６７３＝８８８９１×３ 

となるので、６けたの数の場合の決まった数は８８８９１となる。 

 

気づいたことは、 

・決まった数のけた数は調べた数より１つ小さいけたになる。 

・決まった数の下２けたは９１で他のけたは全部８である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（１） 

 

 

 ４×２＝８ 

     １番下の段（４個）    下から２段目（０個）    下から３段目（４個）   下から４段目（４個） 

 

 

 ５×３＝１５ 

 

    １番下の段（５個）  下から２段目（０個） 下から３段目（５個）  下から４段目（０個）  下から５段目（５個） 

 

                                                                     ６×３＝１８ 

 

１番下の段（６個） 下から２段目（０個） 下から３段目（６個）  下から４段目（０個） 下から５段目（６個） 下から６段目（０個） 

積み上げてできた立方体の１辺にな

らんでいる立方体の数（個） 
３ ４ ５ ６ 

半分に切られる黒の立方体の数（個） 
６ ８ １５ １８ 

（２） 

 

並び方を考えたときに、たがいちがいに並べるから、奇数の段同士は同じ並び方になる。同様に、偶

数段同士も同じ並び方になる。 

特に偶数段目は、ななめに全て白が並ぶので、考えなくてもよい。奇数の段で切れる黒の個数を考え

たとき、（１辺に並ぶ立方体の個数）×（奇数の段の数）で求められる。 

２０個のとき ２０×１０＝２００ 

２１個のとき ２１×１１＝２３１ 

 

 

答え ２０個のとき       ２１個のとき 

問題２ 

２００個 ２３１個 

一
辺
に
な
ら
ん
で
い
る

立
方
体
が
４
個
の
場
合 

一
辺
に
な
ら
ん
で
い
る

立
方
体
が
５
個
の
場
合 

一
辺
に
な
ら
ん
で
い
る

立
方
体
が
６
個
の
場
合 

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

 

下から３段目 
（奇数の段） 

下から２段目 
（偶数の段） 

下から１段目 
（奇数の段） 

 

 



（３） 

 

（問）全面が白または黒の立方体を使い、この立方体を積み上げて立方体を作る。正面左下に置く立

方体の色を黒にして、立方体が１辺に２個に増えたときは増える立方体は白だけの立方体を増やし

て、３個になったときは黒だけを増やしていく。このように交互
こ う ご

に白だけまたは黒だけを増やして

立方体を作る。そして、最初に置いた黒から対角線に半分に切る。 

 

 

 

 

 

                   １個のとき  ２個のとき   ３個のとき 

１辺の立方体の個数が３５個のとき、半分に切れる黒色の立方体の個数は何個ですか。 

 

（解答） 

（式）３５×１８＝６３０       答え ６３０個 

 

（解説） 

 １段目は、奇数列目が全部黒なので、切れる黒の立方体の数は（段数）÷２で求められる。（端数切り上げ） 

切られる黒の立体の数を比べると、２段目は１段目より１個少ない。３段目は１段目より１個多い。 

４段目は１段目より２個少ない。５段目は１段目より２個多い。 

よって、２段目と３段目、４段目と５段目をたした数は、１段目を２倍した数と等しい。 

このようにして数えていくと、半分に切れる黒の数は、 

段数が奇数の場合、（奇数番目となる段の数）×（積み上げた段数） で求められる。 

 

 

 

 

例（５段の場合） 

 

下からの段数 １ ２ ３ ４ ５ 

半分に切られ
る黒の数 

３ 
（基準） 

２ 
（３－１） 

４ 
（３＋１） 

１ 
（３－２） 

５ 
（３＋２） 

  合わせると１段目を２倍した数 合わせると１段目を２倍した数 

１段目を基準とすると、半分に切られるすべての黒の数を計算する式は ３×５＝１５となる。 
（５段の場合、奇数番目となる段の数は１、３、５の３つ、積み上げた段数は５となる。） 

 

これを、段数が奇数の場合のすべてに当てはめて考えると、 

（奇数番目となる段の数）×（積み上げた段数） 

で半分に切られる黒色の立方体の個数を求めることができる。 

 

 



 

（１） 

〈式〉１０００×３＋１４００×４＝８６００ 

 

 

 

 

 答え ８６００円         

（２） 

 

まず最低限の本の値段を考える。 

 

 

 

 

代金を１００００円以内にするので、１００００円から最低限の値段を引いて、残りでどれだけ 

買えるか考える。 

 

 

 

 

 

残り２８００円で買える本を考えると 

物語シリーズだけだと、１さつ１０００円なので、最大２さつ 

絵本シリーズだけだと、１さつ１４００円なので、最大２さつ 

となる。１００００円以内で買える組み合わせは、 

 

 

 

 

 

 

 

となる。  

問題３ 

物語シリーズ  絵本シリーズ 

式 １０００×３＋１４００×３＝７２００ 

よって７２００円 

式 １００００－７２００＝２８００ 

残りは２８００円 

物語シリーズ 絵本シリーズ 

３ ３ 

３ ４ 

３ ５ 

４ ３ 

４ ４ 

５ ３ 

 

物語シリーズ 絵本シリーズ 

３＋０ ３＋０ 

３＋０ ３＋１ 

３＋０ ３＋２ 

３＋１ ３＋０ 

３＋１ ３＋１ 

３＋２ ３＋０ 

 



（３） 

最低限の本の値段を考える。 

 

 

 

 

このときの本の重さは、４００×４＋５００×４＝３６００ 

３６００ｇ＝３．６㎏なので、このときの宅配料は、１４７０円 

 

だから最低限必要な金額は、 

９６００＋１４７０＝１１０７０ なので、１１０７０円となる。 

 

代金を１５０００円以内にするので、１５０００円から最低限の値段を引いた残りで、どれだけ 

買えるか考える。 

 

 残り３９３０円で買える本は、物語シリーズだけだと、１さつ１０００円なので、最大３さつ 

               絵本シリーズだけだと、１さつ１４００円なので、最大２さつ 

 となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物語シリーズ   絵本シリーズ 

式 １０００×４＋１４００×４＝９６００ 

 ９６００円 

１５０００－１１０７０＝３９３０      残り３９３０円 

よって求める組み合わせは 

物語シリーズ 絵本シリーズ 

４ ４ 

４ ５ 

４ ６ 

５ ４ 

５ ５ 

６ ４ 

６ ５ 

６ ５ 

７ ４ 

 

 

最低限の本の数である４さつずつで 

３．６ｋｇだから、増やす本の重さが 

１．４㎏以上だと５kg以上になり、 

送料が２１０円上がる 

（１６８０－１４７０＝２１０） 

 

 

 

 

物語を１冊、絵本２冊追加したとき 

重さが５㎏になり、総額が１５０８０円 

となるので、１５０００円をこえてしまう。 

物

語 

絵

本 
重さ（㎏） 

０ ０ ０．０ 

０ １ ０．５ 

０ ２ １．０ 

１ ０ ０．４ 

１ １ ０．９ 

１ ２ １．４ 

２ ０ ０．８ 

２ １ １．３ 

３ ０ １．２ 

 

 

 

３９３０円以下となる組み合わせは 

 

宅配便の送料 

２㎏以上５㎏未満 １４７０円 

５㎏以上１０㎏未満 １６８０円 

 

＋２１０円 


